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１【提出理由】

　2022年６月28日開催の当社第118回定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条

の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出する

ものであります。

 

２【報告内容】

(1）当該株主総会が開催された年月日

2022年６月28日

 

(2）当該決議事項の内容

第１号議案　定款一部変更の件

１．監査等委員会設置会社への移行

監査等委員会設置会社への移行に必要な、監査等委員及び監査等委員会に関する規定の新設並び

に監査役及び監査役会に関する規定の削除等の変更を行うものであります。

２．株主総会参考書類等の電子提供措置

「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）附則第１条ただし書きに規定する改正

規定が2022年９月１日に施行されることに伴い、株主総会書類等の電子提供制度が導入されること

となりますので、次のとおり定款を変更するものであります。

①株主総会参考書類等の内容である情報について、電子提供措置をとる旨を定款に定めることが

義務付けられることから、変更案第17条（電子提供措置等）第１項を新設するものでありま

す。

②株主総会参考書類等の内容である情報について、電子提供措置をとる事項のうち、書面交付請

求をした株主に交付する書面に記載する事項の範囲を法務省令で定める範囲に限定することが

できるようにするため、変更案第17条(電子提供措置等）第２項を新設するものであります。

③株主総会書類等の電子提供制度が導入されますと、現行定款第17条（参考書類等のインター

ネット開示）の規定は不要となるため、これを削除するものであります。

④上記の新設及び削除される規程の効力に関する附則を設けるものであります。なお、本附則は

期日経過後に削除するものといたします。

３．場所の定めのない株主総会を実施するための変更

　居住地にかかわらず多くの株主の皆様が出席しやすくなることで、株主総会の活性化・効率化・

円滑化を図り、また、各種の感染症や大規模自然災害発生時等のリスクを低減するため、場所の定

めのない株主総会を開催できるよう、定款第14条第３項を追加するものであります。

 

第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

取締役（監査等委員である取締役を除く。）として、平岩誠、矢部和秀、下野隆充、塩田徹の４名を

選任するものであります。

 

第３号議案　監査等委員である取締役３名選任の件

監査等委員である取締役として、伊井三喜男、小島茂、大塚一暁の３名を選任するものであります。

 

第４号議案　補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

補欠の監査等委員である取締役として、金子茂男を選任するものであります。

 

第５号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬額設定の件

監査等委員会設置会社への移行に伴い、取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬額を月額

20,000千円以内とするものであります。

 

第６号議案　監査等委員である取締役の報酬額設定の件

監査等委員会設置会社への移行に伴い、監査等委員である取締役の報酬額を月額2,000千円以内とす

るものであります。

 

第７号議案　株式会社吉利との合併契約承認の件

当社と完全子会社である株式会社吉利が2022年10月１日を期日とした吸収合併について、2022年５月

18日付で締結した吸収合併契約の承認であります。
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(3）決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件並び

に当該決議の結果

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件
決議の結果及び賛
成割合（％）

第１号議案 437,964 7,308 - （注）２ 可決　98.3

第２号議案      

平岩　　誠 436,469 8,803 -

（注）３

可決　98.0

矢部　和秀 436,727 8,545 - 可決　98.0

下野　隆充 436,713 8,559 - 可決　98.0

塩田　　徹 436,542 8,730 - 可決　98.0

第３号議案      

伊井　三喜男 437,164 8,108 -

（注）３

可決　98.1

小島　　茂 437,170 8,102 - 可決　98.1

大塚　一暁 437,116 8,156 - 可決　98.1

第４号議案      

金子　茂男 436,993 8,279 - （注）３ 可決　98.1

第５号議案 435,675 9,597 - （注）１ 可決　97.8

第６号議案 435,736 9,536 - （注）１ 可決　97.8

第７号議案 438,797 6,475 - （注）２ 可決　98.5

（注）１．出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成であります。

２．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議

決権の３分の２以上の賛成であります。

３．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議

決権の過半数の賛成であります。

 

(4）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

　本株主総会前日までの事前行使分及び当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できた議決権の集計に

より各決議事項が可決されるための要件を満たし、会社法に則って決議が成立したため、本株主総会当日出席の株主

のうち、賛成、反対及び棄権の確認ができていない一部の議決権の数は加算しておりません。

 

以　上
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